


























































































































の最終的な目標，到達点がどこにあるのか，better ではなく best な世界やくら
しとはパナソニックにとって何であるかを見出すことが，ここにおいて重要と




































































































































スティーブン・コヴィーは『 7つの習慣』のなかで，責任 responsibility につ






























































































































5）Peter F. Drucker, Management : tasks, responsibilities, practices, New
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1946, p.20.『企業とは何か』ダイヤモンド社，2008年，22頁．
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邦訳書には「企業の目的として有効な定義は一つしかない．すなわち，顧
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れなければならないのである」.同箇所のTrevor J. Saunders による英語訳
では，目的 endと目標 goalとで訳し分けられているが（The politics. Revised.
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dynamis と，後者を能力としての dynamis と解釈することができる．いず
れをも指す，より広範な概念が dynamis と解されよう．「デュナミスは，
エネルゲイアと同じく，ただたんに運動との関連において言われる場合の
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社会的存在でもある．」（Messner, Das Naturrecht, p.149.『自然法』創文社，
157頁．）
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選択によって，すなわちかれが何のために行為するかにかかわるのである．
36）『ニコマコス倫理学』第三巻第 1章．1110a15-17．
37）『ニコマコス倫理学』第三巻第 1章．1110b28-30．
38）『ニコマコス倫理学』第三巻第 1章．1110b30-31．
39）『分析論後書』第 2巻第19章．100a6-13．
40）『ニコマコス倫理学』第10巻第 5章．1176a10-12．
本稿のアリストテレスの引用については，出隆監修・山本光雄編集『アリ
ストテレス全集』（岩波書店，1968年－1973年）を参照した．ただし，ベッ
カー版原文の参照のもと，一部の訳語については修正を加えた．
皇學館大学『日本学論叢』 第６号
― 120 ―
